
9  月号

■2023うりゅう特産品フェア開催

■スローフードフェスタinふかがわ

■青年部が米販促

■地域農業応援団第2回を開催

・・・・・・・・・・・・ 2

・・・・・・・・・・・・ 3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

・・・・・・・・・・・・ 9

目　次

　8月3日、イペ・トイ・レシカ第3回でJAの職場体験を実施！農産物直売所「eciR」
ではレジ打ちや接客も行い、子どもたちは緊張しながらも楽しんでいました♪
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　7月29日、雨竜町道の駅「田園の里うりゅう」に隣接する、当JA雨竜野菜集出荷施設・雨竜町ライス

コンビナートで「うりゅう特産品フェア」が開催された。

　同フェアは毎年この時期に開催され、雨竜町の特産品（暑寒メロン、マダーボールスイカ、スイートコーン、

花き）を出荷最盛期に提供し、地域を盛り上げることを目的としている。

　当日は特価で購入することができるということもあり、贈答用にまとめ買いする姿も多くみられ、用意して

いたマダーボールスイカ60箱と暑寒メロン500箱・スイートコーン・花きが、開始1時間ほどでほぼ売

り切れるほど大盛況となった。
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　毎年8月に、北竜野菜集出荷施設前で開催される「北竜町メロン・すいか祭り」が今年も開催された。メ

ロンは8月5日、すいかは8月14日と2回に分けて販売された。

　町特産の「北竜ひまわりメロン」や「ひまわりすいか」が特価で販売されるため、両日ともに多くの買い

物客が訪れた。

　買い物客は規格ごとに分けられた販売ブースに並び、甘さや食べごろなどを聞きながら好みのものを、お

中元、お土産用などにたくさん買い求められた。

　5日はメロン750ケース、14日はすいか450ケースを準備し、どちらも好調な売れ行きで、開場から

15分ほどで完売する規格もあった。
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　7月29日、30日、2023ふかがわ夏まつりが深川市内の特設会場で開催され、29日は市内農業関係団

体で構成する深川市農業対策協議会主催の「スローフードフェスタ inふかがわ」が行われた。

　毎年ふかがわ夏まつりと同時開催されていたこのイベントは新鮮で安全な農畜産物を地元に提供し、消費

者との交流で絆を深め地産地消を進めることを目的に行っており今年は4年ぶりの開催となった。

　当日は気温が高い中、大勢の来場客で賑わい、メインステージでの「餅まき」や「こめッちじゃんけん大会」、

さらに各出展ブースではふかがわまい生産組合による「米すくい取り」や市内JA女性部による「キャラクター

巻きずし体験」、JA青果部による「青果物即売会」などで大盛況だった。

　また深川市農民協議会によるスローフード大抽選会や同市役所による〇×クイズ、農業委員会によるこめッ

ちジャンケンなどの催しも多数企画され、多くの来場者が参加した。

スローフードフェスタ
in ふかがわ

餅まきの様子

子どもたちがキャラクター巻きずしに挑戦
大
好
評
の
お
米
す
く
い

深川観光大使に就任されたNORDの島太星さん
（深川市出身）とふかがわまいを持ってパシャリ

大勢の来場客で賑わいました

すいかやメロンも販売♪
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　７月10日、北育ち元気村花き生産組合（田村昌之組合長・妹

背牛町）は、毎年恒例となっている「生花リレー」を行った。

　この生花リレーは新型コロナウイルスが流行し、行動制限等で

元気を無くした市民・町民の方々の癒しになればという思いから

令和2年よりスタートし、今年で4回目となる。

　北空知管内で栽培された花を用いて、花き農家で前職が花屋で

もある生産者２名が、フラワーアレンジメントを作成し各市町村

役場等計8 ヵ所へ寄贈した。

　また同日、当JAに対しても寄贈を行い受け取った岩田清正組

合長は「今年も素晴らしいフラワーアレンジメントをありがとう

ございます」と感謝を述べた。

　来年以降もフラワーアレンジメントの寄贈は行われる予定と

なっている。

北育ち元気村花き生産組合

「生花リレー」で癒しを届ける「生花リレー」で癒しを届ける
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　7月19日、（株）日本農業新聞と当JAが、北海道幌加内高等学

校の生徒約40名に向けた出前授業を実施した。

　この取り組みは、次世代を担う管内の農業高校の生徒に、近年課

題となっている農家の高齢化や後継者不足等について、また地元

JA、地域農業への関心を高めて欲しいという思いからJA農業振興

部が企画した。

　はじめに、同校の卒業生である松本定幸営農企画課長が講師を

務め、「共に育む未来の農業」と題し、JA管内における農業の現状や、

JAが実践している新規就農の取り組み、また農業高校での学びと

将来の就農への準備などについて講義を行った。同職員は、「農業

の担い手が増えることで農業が発展し、地域社会の発展につなが

る」、「農業のコツとして、技術力も大切だが、コミュニケーション

を取ることが一番大切。生産者同士、生産者と実需、生産者と消費者、どの関係においてもコミュニケーション

で信頼関係を築き、深めることができる」などと説明した。

　続いて、（株）日本農業新聞社北海道支社の福原亮佑氏が講師を務め、「新聞の読み方、活かし方」と題し、

実際に生徒に農業新聞を配布して、新聞の読み方や見出しの付け方、レポートを書く際のポイントなどについて講

義を行った。

　福原氏は新聞を読むポイントとして、「新聞はインターネットニュースと違い、興味がない内容でも自然と目に入

り、いろいろな知識を広く知ることができる」「見出しには記事の結論が書いてあるため、短時間で新聞記事の

要点を把握することができる」などと説明した。　　

　この日参加した生徒は、「就農しようか迷っていたが、本校OBでもあるJAの方からお話を聞けて、今後の進

路を考えるきっかけとなった」「新聞は難しいイメージで苦手だったけど、見出しだけでも読む癖をつけて、少し

でも農業界について知ることが大事だと思った」などと感想を話す。
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　７月22日から徳島県で開催される「第11回野球のまち阿南少年野球全国大会」と、

8月5日から東京都で開催される「第43回高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会」へ

の出場を祝して7月18日ふかがわまい生産組合（伊藤裕美組合長）が深川一已バト

ルスの選手へふっくりんこ5kgを17袋贈呈した。

　伊藤組合長は「昨年も優勝を祝してお米を贈呈させていただいた。今年もまた全

国大会へ出場するということでふっくりんこを贈呈させていただく。野球というの

はチームプレー、体に気を付けながら自分の力とみんなを信じて精一杯戦ってきて

ください」と激励の言葉を送りふっくりんこを手渡した。

　8月7日から東京都で開催される「全日本バレーボール小学生全国大会」への出場を祝して7月31日、ふ

かがわまい生産組合（伊藤裕美組合長）が深川JB（ジュニアボーイズ）の選手へふっくりんこ5kgを13袋

贈呈した。

　伊藤組合長は「全国大会出場おめでとうございます。全国大会に出場するという経験はなかなかできるも

のではないと思います。今回贈呈させていただいたふかがわ米を食べて元気いっぱいチーム一丸となって頑

張ってください」と激励の言葉を送りふっくりんこを手渡した。

　受け取った選手は「ふかがわ米を食べて全国大会で１回でも多く勝ってきます。応援よろしくお願いします」

と意気込みを語った。

「深川一已バトルス」全国大会出場を祝して
「ふっくりんこ」を贈呈！

「深川JB（ジュニアボーイズ）」全国大会出場を祝して
「ふっくりんこ」を贈呈！

販売部販売部販売部販売部
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　8月18日、JAきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」３期生の第８講が開催され、受講生６名が参

加した。第８講は、「日帰り研修～ＪＡきたそらちツアー」と題し、深川・雨竜・北竜・幌加内の施設や北空

知圏学校給食センターを視察し「食と地域と農業の繋がり」について学んだ。

　給食センターでは午前中に給食調理、午後には給食の食べ残し処理を見学し、動画視聴もしながら地場産

のものを使った給食メニューの工夫や、食べ残し処理から食品ロスを考える重要性を学ぶことができた。

　続いて幌加内町ではそば工場を視察した。まずは「そば日本一の牙城」を見学し、収穫したそばの品質を

保つための乾燥施設について説明を頂いた。また低温貯蔵施設「雪乃

御殿」では雪を利用した寒冷地ならではの貯蔵方法を学んだ。当日は

気温が30度まで上がり蒸し暑い中での視察であったが、雪乃御殿の

扉が開くと受講生は「すごく寒い！」「自然を活用していることがと

ても良い」と８月中旬でも貯蔵庫内にある残雪に驚いていた。

　雨竜町の視察では「コンサドーレ札幌のドーレ君」がデザインの田

んぼアートの写真を撮影したり、道の駅の「うりゅう米ＵＦＯキャッ

チャー」の体験をし、見事獲得した景品を手に受講生たちはとても盛

り上がっていた。

　最後に当JAのマイナリーと精米施設を見学し、自分たちが普段口

にしているお米の精米工程や貯蔵の仕組みについて学んだ。施設の機

械について説明を受け受講生は、「地元でも普段見ることの出来ない

施設を見学できてとても有意義。どの施設も説明が分かりやすく勉強

になった」と話す。
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JAきたそらちツアーを開催！
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　8月9日、北海道大学学生30名が講座の一環として、北海

道の農山漁村・地域における社会経済的課題について協同組合

がその解決にどのような役割を果たしているのかを学ぶ為に、Ｊ

Ａきたそらちで研修を行った。

　始めに、後藤農業振興部長より「ＪＡきたそらち事業概要に

ついて」講義を行った。

　参加した学生は、水稲を主体とした多種多様な農畜産物の生

産、スマート農業導入の話など学生達は興味深く聞き、「現在、スマート農業は素人でも出来るくらいまで進んで

いるのか？」「国内のお米の需要減少に伴い、今後の販売はどの様に考えているのか？」など様々な質問が寄せら

れた。

　続いて深川マイナリーではお米の集荷から貯蔵・籾摺りについて、また精米施設では無洗米の行程や精米につ

いて学んだ。大きな施設が沢山あり規模感に驚いた学生からは、

「摺った後の籾殻はどの様に使われるのか？」「１等米と２等米の違

いは？」「無洗米のキャッサバはどれくらいの量を使うのか？」など

様々な質問が出ていた。

　その後、きたのむらさきを使用した黒米カレーを食べた生徒は「初

めて黒米を食べたけど、とっても美味しい」「普段も五穀米など食べ

ているから嬉しい」など笑顔でカレーを堪能していた。

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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北竜支所

　7月21日、北竜メロン生産組合（石井隆組合長）が北竜町立真竜小学校へ『北竜ひまわりメロン』5玉入

り3箱を贈呈した。この贈呈は地元の特産品を子どもたちに味わってもらうことを目的に毎年行われている。

　この日は石井組合長が小学校を訪れ、「美味しく出来上がっています。メロンを食べて勉強・遊びに励んで

ください」と同小学校の児童4名に手渡した。

　受け取った児童は「たくさんのメロンをありがとうございます。みんなで美味しく食べます」と感謝の言葉

を述べた。

　また同日に、同町立北竜中学校にも贈呈を行った。

北竜メロン生産組合北竜メロン生産組合
小学校などに「北竜ひまわりメロン」贈呈小学校などに「北竜ひまわりメロン」贈呈

　8月20日、音更町のスーパー「ハピオ木野」で、JAきたそらち青年部が白米販売促進事業を行った。

　この活動は毎年行っており、ハピオ木野での販売は初開催。この日はきたそらち産の白米「ふっくりんこ」

「ななつぼし」「きたくりん」「おぼろづき」を店頭販売し、来店客に呼びかけを行った。

　試食コーナーを設けて実際に食べていただき、品種ごとに異なる食味や食感を説明してお客様のニーズに

合った白米の提供を行い、さらに購入して頂いた方に幌加内町のそばをプレゼントするなど、様々な方法で

きたそらちの魅力を発信した。

　また、深川市のマスコットキャラクター「まいまい」もPR活動に参加し、来店した家族連れの子供たち

と楽しく触れ合うなど、幅広い年齢にきたそらちをアピールすることができ、その日の販売数は189袋で

約1トン規模の売上となった。

　JAきたそらち青年部部長の駒村氏は「沢山のお客様に買って頂けたことが、今後の農作業の励みになる」

と述べた。

青年部が音更町で米を販売！青年部が音更町で米を販売！青年部が音更町で米を販売！青年部が音更町で米を販売！

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）（7）



　7月22日、今年度2回目となる当JAの食

農教育事業イペ・トイ・レシカが行われ、塾生

10名、子ども6名が参加した。

　今回は、旭川市にある（株）キョクイチで市

場見学を行った。同市場では競り落とされた魚

介類や青果物が所狭しと並んでおり、当JAの

青果物も見ることができた。子どもたちは、同

市場の担当職員に市場内を案内頂き、流通につ

いて学んだ。商品を冷凍保存する施設「アイス

センター」では、マイナス50度の世界を体験し、

あまりの寒さから子どもたちからは驚喜の声が

上がった。

　最後に同市場の前田直輝課長をはじめとした

職員5名と懇談の場が設けられ、「フォークリ

フトは何台あるの？」「仕分けをしてダメになっ

た果物はどうなるの？」など子どもたちからの

積極的な質問に答えて頂いた。また、競りのデ

モンストレーションを行って頂き、その迫力に

子どもたちは圧倒された。

　今回参加した子どもたちは、「マイナス50度

の冷凍庫に入る経験はなかなかできない。友達

に自慢する」「沢山の野菜やお魚が並んでいて

すごかった、マグロがおいしそうだった」と笑

顔で感想を話す。

JAきたそらち子ども向け食農教育事業
イペ・トイ・レシカ

～（株）キョクイチ見学編～～（株）キョクイチ見学編～ ～JＡ職場体験＆施設見学編～～JＡ職場体験＆施設見学編～

　8月3日、3回目のイペ・トイ・レシカが行われ、自分塾

生8名、子ども8名が参加した。今回は、女性活躍推進塾

として組合員や地域に貢献する人財を育て確保することを目

的として設立されたなでしこ塾の塾生6名も参加し、子ども

たちの職場体験や施設見学、さらに第1回で子どもたちが定

植した野菜を使ったハンバーガーづくりが行われた。

　始めに延期となっていた開校式が行われ自分塾の松田直人

塾長（当JA専務）が「今回JAの仕事に挑戦して頂き、将

来皆さんに当JAで働きたいと思ってもらえたら嬉しい。夏休

みの良い思い出となってもらえたら」と挨拶。その後精米施

設に移動し米の集荷から調製・出荷までの流れを学び、最新

鋭の設備に子どもたちは興味を示していた。

　その後グループに分かれて、農産物直売所「eciR」・金融

共済部多度志支所・多度志給油所・納内給油所で職場体験

を実施。レジ打ちや接客、商品の包装や給油作業、パソコ

ンへのデータ入力など様々なJAの職業を体験した。特に接

客の業務では緊張で顔がこわばる様子も見られたが買い物客

からの励ましの言葉や普段現場で働く職員からの言葉を受

け、徐々に笑顔が見られ楽しく真剣に職業体験に取り組んで

いた。

　昼食にはハンバーガー作りが行われ、子どもたちはそれぞ

れ好きな野菜等の食材をはさみ、口いっぱいに頬張っている

姿が見られた。

　今回参加した子どもたちは、「レジとか最初は絶対無理だ

と思ったけどみんなでやれば意外とできた」「ハンバーガーが

美味しかった。トマトが苦手だったけれど食べられた」と笑

顔で感想を話す。

総務部総務部総務部総務部
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　JAの准組合員を対象にした交流活動「JAきたそらち地域農業

応援団」の第2回が、8月7日に深川市内で開催され、団員16名

が参加した。今回はJA施設の見学や花き収穫体験、JA農産物直

売所での買い物などを行った。

　JA施設見学では、「青果部野菜集出荷施設」にて胡瓜の共選作業

を見学し、選果の基準や農福連携の取り組み等について学び、また

隣接する「北育ち元気村花き集出荷施設」においては、北空知の花

きの流通や種類について学び、実際に出荷前の花きを鑑賞した。続

いて見学した「広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設」では、小麦や大豆の荷受けから出荷までの工程ついて説

明を受け、「深川マイナリー」では、「ふかがわ米」が製品になるまでの工程を学んだ。

　午後からは、深川支所音江地区渡邊滋典氏の圃場で、花き収穫体験が行われた。渡邊氏よりスターチスの

収穫方法や栽培方法、花の保存方法や人気色などを説明頂きスターチスの魅力について学んだ。また実際に

ハウスに入りそれぞれ好きな色のスターチスを収穫した。

　その後、道の駅ライスランドふかがわ内の「JA農産物直売所eciR」に移動し、直売所利用客アンケート

に回答しながら見学と買い物を行った。アンケートへの協力のお

礼として配布された商品券を使って、袋いっぱいに地元産の農産

物を購入している団員の姿も見られた。

　参加した団員は、「地元の野菜や大豆、お花などがお店や各家庭

の食卓に並ぶまでの工程を学ぶことができた」「こんなにスターチ

スに色の種類があるとは思わなかった。今度見かけたらぜひ購入

したい」などと感想を述べた。

第2回「JAきたそらち地域農業応援団」第2回「JAきたそらち地域農業応援団」第2回「JAきたそらち地域農業応援団」第2回「JAきたそらち地域農業応援団」
（ⓒよい食P）

P20の金融共済部

のお知らせを見まし

た。保険も変わって

きましたね…。

P20の金融共済部

のお知らせを見まし

た。保険も変わって

きましたね…。

いつも思うのですが、表紙

が素晴らしいと思います。

（御田植祭の早乙女さん）

いつも思うのですが、表紙

が素晴らしいと思います。

（御田植祭の早乙女さん）

娘がプールを習い始めました。25ｍ

全然泳げなかったのがすぐに泳げる

ようになり、子どもの適応力と可能

性を実感しました！！

娘がプールを習い始めました。25ｍ

全然泳げなかったのがすぐに泳げる

ようになり、子どもの適応力と可能

性を実感しました！！

７月号に寄せられたコメントを紹介！７月号に寄せられたコメントを紹介！
当広報誌のクロスワードクイズへご応募頂いた、読者の皆様の「身近な出来事」
「広報誌への感想」をご紹介致します。ご応募ありがとうございました！
当広報誌のクロスワードクイズへご応募頂いた、読者の皆様の「身近な出来事」
「広報誌への感想」をご紹介致します。ご応募ありがとうございました！

読者の感想

おたまじゃくしをカエルになるま

で育てました♪成長の過程を見

て感動しました！最後はハウスに

放しましたが同じところにカエル

が住み着いて今もナスときゅうり

のところにいてかわいいです。

おたまじゃくしをカエルになるま

で育てました♪成長の過程を見

て感動しました！最後はハウスに

放しましたが同じところにカエル

が住み着いて今もナスときゅうり

のところにいてかわいいです。

運動中、熱中症に

かかりそうになりと

ても恐ろしかった。

暑さ対策が肝要だ

と再認識しました。

運動中、熱中症に

かかりそうになりと

ても恐ろしかった。

暑さ対策が肝要だ

と再認識しました。
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経済部経済部

令和５年度

経済部 資材課
高橋直行 課長からのコメント

経済部 資材課
高橋直行 課長からのコメント

予約購買を基本とし、そのメリットを生産資
材の安定確保や価格の低減に最大限生かせ
るよう努め、生産者ニーズに合った奨励策の
継続的検討や生産コスト低減につながる資材
の情報提供に取り組んでまいります。
また、本所機能の強化による事業効率向上
と組合員対応を強化する体制づくりに努めま
す。

経済部 資材推進課
越智順哉 課長からのコメント

経済部 資材推進課
越智順哉 課長からのコメント

肥料、農薬、その他資材全般の推進業務が
中心の課です。
資材価格高騰が続いておりますが、予約購
買により資材の安定供給、価格の低減に努
めて参ります。
また、専門的な知識の向上に努め、技術指
導や提案ができる職員を目指し、努力して参
りますので宜しくお願い致します！

後列左から▶中村哲也主査、小野寺萌香、藤井壽太郎、竹村汐海、白川敬哲、谷口満

前列左から▶土永美幸主査、高橋直行課長、篠永雄一部長、山﨑江利子主査、武田恵理主査

後列左から▶長内大貴、畠山倫太朗、小田嶋祐冴、

前列左から▶越智順哉課長、田中嘉浩主査

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和５年７月実績

売電金額　2,161,400円（40円/kwh）

計画対比

前年対比

54,035kWh 発電電力

○累計（R４.12～R５.７）

335,502kWh
＋6,696kWh

△7,621kWh

計画対比

前年対比

＋54,203kWh

△39,418kWh
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金融共済部からのお知らせ
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金融共済部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024ＪＡきたそらちＪＡ共済

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）（15）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

八月俳句八月俳句八月俳句

7月号の正解は
「ナツマツリ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　太田　輝己　様
雨 竜 町　　西村　理乃　様
幌加内町　　椋井　　功　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4
5
6

10
11

12

13

14
15

非常に短い時間。瞬く間。
一瞬。
ご飯を食べること。「〇〇〇
〇処」「お〇〇〇〇券」
薬用になる植物。薬用植物。
人や車などが通る道。
降り積もった雪を取り除く
こと。
その次の日。あくる日。
俳句や連歌において特定の
季節を示す言葉のこと
育てて立派にすること「人
材〇〇〇〇」
物事の規模。人物の度量。「話
の〇〇〇〇が大きい」
日の当たらない暗い部分
風雨のために海が荒れるこ
と。海が荒れて魚がとれな
いこと

1
4

6
7
8

9
11

14

15
16
17

機械。「タイム〇〇〇」
旅先で泊まるところ。住むと
ころ。
空の上の方。
すべての曲。ある曲のすべて。
歌唱・演奏などを一人で行う
こと。独唱。独奏。
鍵をかけること。
価格・量・品質などがどれも
一様であること。「百円○○
○○」
いすなどの、ひじをもたせか
ける部分。
個人としての生活。
夜の景色。
太陽が沈んでから次の朝まで
の暗い時間

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切9月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年11月号に掲載します。
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８がつ  1０か　木ようび

音江保育園　バケツ稲レポート

さあ！もうすぐ収穫です！鳥よけのキラ
キラテープも付けました！今後は子ども
たちの収穫の様子などSNSや当広報誌
でもご紹介予定です。お楽しみに♪

第８回理事会 〈令和5年7月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

※今月の新風は休載いたします。

１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．固定資産の取得・修繕について
５．みのり監査法人期中監査I経過概要報告について
６．令和4年度　連合会・関係団体の概要について
７．ＪＡきたそらち災害対策組織及び緊急時連絡先に

ついて
８．固定資産現物確認結果について
９．職員の人事及び業務事故について
10．ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ使用ルールの設定について
11．令和５年度空知管内ＪＡ役員研修の開催について
12．貸出金の貸付報告について

13．令和５年度 長期共済一斉推進実績について
14．令和５年度 主要農作物の生育概況 (7月15日)

について
15．うるち米を巡る情勢について
16．令和５年産　うるち米早期契約締結内容について
17．もち米を巡る情勢について
18．米在庫状況について
19．販売未収金について
20．秋播き小麦「北見９５号」異品種（異形）発生

について
21．畜産物の販売実績について
22．青果・花き集荷販売実績について
23．経済部事業実績について

議案第１号　給与規程の一部改正について
議案第２号　固定資産の取得について
議案第３号　理事に対する貸出承認について

議案第４号　貸出金の貸付について
議案第５号　共同計算基本要領における重要事項の

決定について

提
出
議
案

１. 令和5年度JA役員研修の実施について
２. 理事の順位について

協
議
事
項

報
　告
　事
　項

組合員の動き
（令和5年7月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,217
105
5,499
272
870

当月末
35
0
32
0
24

脱退
2
3
54
1
1

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首
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経済部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版
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